
＜一般の部＞ 
大賞  落葉掻く日課重ねし大欅 
優秀賞 試歩の路地紋白蝶のもつれ飛ぶ 
    たおやかな木漏れ日に酔ふ古稀となり 
    猛暑にも耐えて誇れる大樹かな 

 

＜小中学生の部＞ 
大賞  夏空にせみのブローチケヤキの木 
優秀賞 たんぽぽのわたげが楽しむ空の旅 
    がんばれと心でさけぶせみの羽化 
    大きな木入道雲をかたぐるま 
    迷いこむ天道虫を外へ出す 
    並木路追いかけて来る蟬しぐれ 

 

練馬区 報道連絡メモ  送付日 ２０１３年７月１１日 

区長室 広聴広報課 報道係  電話 ５９８４－２６９３  

 

 

 

練馬のみどりを○五・○七・○五のリズムにのせて表現すると・・・ 

練馬みどりの俳句大賞を募集 
 一般財団法人練馬みどりの機構は、練馬区内在住・在勤・在学者から、練馬

のみどりを愛し季節を感じられる俳句を募集する。この事業は今年度で３回目。

俳句を作ることにより、練馬のみどりに関心を持ってもらうことが目的である。 

募集期間）７月 11日（木）から９月 30日（月）まで 

応募先）一般財団法人練馬みどりの機構（豊玉北５－２９－８） 

募集は、一般の部と小中学生の部の２部門で行う。募集期間終了後、審査を

経て、部門ごとに大賞、優秀賞、佳作、特別賞などの入選作品を決定し、今年

12月に表彰する。入選者には、副賞として区内共通商品券や図書券を贈呈す

る。また、入選作品は来年１月に練馬区役所ほか区内施設で展示する予定。 

練馬区と練馬区教育委員会が後援、東京あおば農業協同組合、練馬区商店街

連合会、練馬区観光協会、ジェイコム東京が協賛している。 

    

 

 

募集チラシ 

 この事業は、今年度で３回目。昨年度は、一般の部で 153通 415句、小中学生の部で 4,060通 9,785

句、合わせて 4,213通、10,200句が寄せられた。今年度も、「人とみどりが輝くわがまち練馬を愛する思

いを『五・七・五』のリズムにのせて自由に表現してほしい」と、主催の練馬みどりの機構では、多くの作

品が投稿されることを期待している。審査員は、俳句に造詣の深い元区立小学校校長のほか主催・後援・協

賛団体で構成する予定。 

●応募資格 練馬区内に住所もしくは勤務先・通学先がある人。 

●応募期間 平成 25年７月 11日（木）から９月 30日（月）までで、当日消印有効。 

●応募方法 郵便はがきまたは所定の応募用紙で応募する。 

 《郵便はがき》①応募作品（一人３句以内） ②「一般の部」「小中学生の部」の別 ③氏名・年齢・住所・

電話番号（区外に住居があるが、区内在勤・在学の場合は勤務先名・通学先名も）を記入し、〒176－0012

練馬区豊玉北 5－29－8 練馬センタービル５階 練馬みどりの機構「俳句大賞」係まで応募する。 

《所定の応募用紙》応募用紙は、区内のすべての図書館や地区区民館などの区立施設に置いてある。 

●応募条件 本人が創作した未発表の俳句で、応募した作品は返却しない。入選作品の発表や出版に関する

著作権は練馬みどりの機構に帰属する。 

●昨年度の大賞・優秀賞作品 
 
 
 
 
 
 
 
【一般財団法人練馬みどりの機構について】 

 練馬みどりの機構は、「練馬らしいみどりを子どもた

ちにのこそう」「みどりを介して地域コミュニティをつくろう」「区民・区内事業者・区が協力して練馬の

みどりをふやそう」の三つの誓いのもと、平成 18年 3月に任意団体として発足し、平成 21年４月には

一般財団法人の認可を取得した。また、平成 22 年４月には、東京都から、都市緑地法に定められている

緑地管理機構の指定を受けている。毎年、みどりの保護保全に関わる練馬区からの事業を受託しているほ

か、地域の方々を対象にみどりへの関心を深めてもらうためのイベントや啓発事業に取り組んでいる。 

 

【問い合わせ】一般財団法人練馬みどりの機構事務局  電話 03－5999－9577 


